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2026 年度 幼稚園教諭免許状特例講座 科目概要 

科目名 単位数 科目の概要 

幼児理解の理論及び

方法 
1 

保育実践においては、子ども一人一人の心身の発達や特性、体験によって

得られる学びの課程を理解することが重要である。本講義では、子どもを

理解するための具体的な方法を理解し、実態に応じた保育者の援助方法、

基本的な態度を身につける。 

教職の意義及び教員

の役割・職務内容 
2 

保育者の社会的意義、役割と倫理、保育者の制度的位置づけ(資格、要件、

責務等)、保育者の職務内容(養護と教育、保育者の資質・能力、知識・技

術及び判断、保育の省察、教育課程による保育の展開と自己評価、身分上

の義務等)、保育者の連携・協働(保育と保護者支援にかかわる協働、専門

職間及び専門機関との連携、保護者及び地域社会との協働等)について、

文献、法令・法規、答申等の資料に基づいて概説する。 

教育に関する社会

的、制度的又は経営

的事項 

2 

現在の学校教育に関する制度的事項や経営的事項について基礎的な知識

を身に付けさせるとともに、学校教育の課題である学校・保護者・地域が

連携・協働した取り組みや、学校安全の取り組みに関して実践例に即して

学ぶ。 

教職課程の意義及び

編成の方法 
1 

幼稚園教育要領等を基準に編成される各園のカリキュラム（ 教育課程）の

目的・機能・意義を実例をもとに概説するとともに、カリキュラム編成の

基本原理や教育・保育実践に即したカリキュラムの編成・実施・評価など

カリキュラム・マネジメント全体について実践的に修得できるようにす

る。 

保育内容の指導法Ⅰ 1 

幼児の発達特性を踏まえ、遊びや生活を通じた「健康」「人間関係」「環境」

「言葉」「表現」各領域の指導法を学び、実践力の基礎を養う。あわせて、

教育・保育活動における情報機器や教材の活用法を習得し、幼児の主体的

な活動を支える ICT 活用のあり方を考察する。 

保育内容の指導法Ⅱ 1 

幼児の発達過程や個別性を踏まえた柔軟な指導計画の立案・実施・評価力

を養う。領域横断的な活動や子ども同士の相互作用を支える支援法を学

び、情報機器や教材を活用した創造的な保育実践の展開力を育成する。あ

わせて、実践事例を通じて、ICT 活用の可能性と留意点を具体的に理解す

る。 

 


